
 

神奈川県公立学校教職員の倫理に関する指針 

 

 

教職員は、未来を担う子どもたちが豊かな人生を実現することに大きく貢献で

きる、魅力的な仕事です。 

教職員には、知識や技術の伝達にとどまらず、子どものいのちと尊厳を守り、

その人格の完成を目指してともに歩むという使命があります。 

 そのため、教職員は、子どもたちが幸福で充実した人生を送るために必要な資質・

能力を育むことに大きく寄与することを自覚し、公務員の中でも特に高い倫理感を

持って行動する必要があり、次の基本的な姿勢が求められます。 

 

人権を尊重します。 

あらゆる差別、偏見及びハラスメントにつながる言動を行わず、子どもをはじ

め、すべての人の人権と多様性を尊重します。 

 

子どもを大切にします。 

子どもへの愛情を持ち、子ども一人ひとりへの理解と共感をもとに、その健や

かな成長に寄り添います。 

 

自己研さんに励みます。 

社会の変化への対応や、教育活動の充実・向上に向けて、常に自己研さんに励

みます。 

 

組織の一員としての自覚を持ちます。 

学校組織の一員であるという自覚を持ち、教職員全体で協力して、子どもたち

が安心して学ぶことができるよう、教育活動に組織的に取り組みます。 

 

法令等を遵守します。 

教職員としての使命とともに、社会の一員であることを自覚し、法令等を遵守

して、信用失墜行為や教職員全体の不名誉となる行為を行うことなく、県民の期

待と信頼に応えます。 
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